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殺（1994 年 4～6 月）時に駐留していながら、虐殺を止める手立てを持たず、結果的に「傍観」
した国連 PKO として語られることが多い。この「傍観」が、どれだけの軋轢と苦悩をうちに秘め
たものだったのかが、本書では克明に描かれている。 
 冷戦終結直後の 1990 年代前半に、アフリカでは、国連やアフリカ域外の主要国が中心となって、
軍事要員を使った紛争解決が試みられはじめた。UNAMIR はその試みのひとつであり、「国際の
平和と安全」に積極的な役割を果たそうとする当時の国連の方向性と、これに対する一定の国際
的支持の産物として実現した。しかし同時に、UNAMIR は、同時期にソマリアで行われた国連・
アメリカなどによる軍事介入の失敗を受け、現地情勢への介入を極力さけるべしとの国連首脳の
慎重姿勢を忠実に守らされたうえ、優れた軍事的能力を持つ大国からの直接の支援も得られなか
った。UNAMIR の「傍観」の本質は、ほかでもなく、このような矛盾に満ちた当時の国際政治に
こそある。本書は、ひとりの人間の姿をとおして、この矛盾そのものを描きだしているのである。 
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